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田野畑村へのアクセス

車で
盛岡から２時間半
八戸から２時間

八戸から
鉄道利用だと３時間

東京から
新幹線利用で５時間

アクセスが悪く、
昔は船での海の交通
の方が盛んだった。
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思案坂・辞職坂
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田野畑村の営み

内陸部は
酪農が盛ん

海岸部は
漁業が盛ん

人口 3843人
世帯数 1309世帯
面積 156.2平方km
（2010年国勢調査）
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山間部での酪農

山間部では酪農
を中心に、その
他大根や椎茸の
栽培が盛ん。
甲地鹿踊りと菅
窪鹿踊りの伝統
文化が残る。
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海岸部は漁業

４月 ワカメ（養殖）
５月 コンブ（養殖）
６〜８月 ウニ（天然）
９月 コンブ（天然）
１０〜１１月 定置網（鮭）
１１〜１２月 アワビ（天然）
１〜３月 海藻類(まつも・ふのり)
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番屋エコツーリズムとは

昭和8年の津波
以前から建っていた。
津波後再建され、
平成の時代に
残っていたが、
3.11の津波で流失

2015年4月
23棟が再建される。

昭和初期から続く、厳しい自然と向き合いながら営まれてきた、漁業を中心とし
た地域の暮らしを、長年その地域に生まれ育った住民が紹介する各種体験プログ
ラムの象徴として「番屋」を捉える。
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番屋群漁師ガイド

山に囲まれた小さな机漁港では、高台に本宅を持ち畑や山での収穫を得つつ、盛漁
期には港に建てた番屋と呼ばれる小屋（倉庫兼作業場）で寝泊まりしながら、半農
半漁の生活を営んでいる。漁具も浜辺の石や山の木を使って自らが作っていた。
起伏の激しい土地で小さな港に地区の人々が協力して小さな小屋を建て協働し、厳
しい自然の中でも上手く活用し漁具を作って営まれてきたこの地域の漁業を地元漁
師ガイドがご案内するプログラム 料金3000円／１人
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サッパ船アドベンチャーズ

田野畑村では小さな漁船をサッパ船と呼ぶ。
ウニやアワビ漁を中心に使われ、ベテランの漁師
になればなるほど、断崖に開いた小さな穴を通り
ぬけ漁場に素早く到着できる。その航路をそのま
ま体験してもらうプログラム。漁師自らが自分の
漁船を操縦し、普段の漁業の営みを伝えるガイド
となり活躍している。 料金3500円／１人
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安全運航講習会

毎年海上保安署に依頼し海難救助信号の発煙筒の使
い方や、海中転落者の救助、船の牽引の仕方等を繰
り返し指導していただいている。
また視察研修旅行を実施し、他地域のガイドプログ
ラムを参考に、よりお客様に満足していただける話
術や、プログラムの組み立て、接客等を学んでいる。
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ご静聴いただき、ありがとうございました。

本日のお話が少しでも参考になれば幸いです。

関東からは遠い田野畑村ですが、このように楽
しんでいただける場所ですので、是非機会を
作ってお越し下さい。
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